池田将人　証人尋問

主尋問（１０分）

弁　乙第４号証及び第２５号証を示します。この書面は内容を確認した上で記名・押印をしたものですか？

池　はい。間違いありません。

弁　では、契約締結時についてお伺いします。家を借りた際あなたが重視した点はなんですか？

池　はい。今回の転居は母の介護のためでしたので、まず犬塚クリニックに近いこと。そして家の構造が母の介護になんら問題がないこと。この二点を強調して家を選びました。

弁　本件家屋の老朽化についてはどのように認識していましたか？

池　築４５年という事については認識しておりました。ただ、老朽化については原告の方が耐震診断をしたということをおっしゃっておりましたので、それを信用していました。
弁　甲５号証の１を示します。これを見たことがありますか？

池　訴訟が提起されるまでは見たことがありませんでした。耐震診断が気になりましたので、原告に何度も見せてくれるようにお願いしたんですけれども、そのつどなんらかの理由をつけて断られてしまいました。結局訴訟が提起されるまでその書面は見たことがありませんでした。

弁　では、契約締結後の経緯についてお伺いします。

　　原告から老朽化についての指摘を受けたことがありましたか？

池　いえ、ありません。

弁　本件家屋にどうして妹である加奈さんが住むようになったんですか？

池　私の職務が一年間という期限付きではありますが変更になりまして、それで従前どおり母の介護ができなくなってしまいましたので、妹である加奈に頼らざるを得なかったんです。

弁　妹さんがね、本件家屋に住むと決まった時点でなぜ原告に通知しなかったんですか？

池　妹の加奈が母の介護の為に、しかも短期間の居住ですから、そんなことが到底他人に貸すという意識ではありません。ですから、通知をする必要はないかと思っていました。

弁　あなたは江戸川橋のマンションに転居してからどのくらいの頻度で本件家屋に訪れているのでしょうか？
池　基本的には土曜日と日曜日です。

弁　それはどういった理由で来ているんでしょうか？

池　第一には母の病状が気になるからです。また、介護という重労働を普段妹が１人でこなしておりますので、その点も気になっております。限られた時間ではありますが、加奈とはいろいろ話をして、状況が把握できるようにしております。

弁　現在タマさんの病状はどうでしょうか？

池　妹の懸命な介護と犬塚先生の適切な処置のおかげで、いい方向に向かっています。実際私が見ても、母の顔色はだいぶ良くなっていますし。

弁　今現在建物の居住に不具合はありますか？

池　契約締結当時からなにも変わった点はございません。
弁　加奈さんは近い将来結婚なさるということで、群馬に帰られるとお聞きしたんですが、加奈さんが群馬に帰られたあとはタマさんの介護はどのような形で行うんでしょうか？

池　加奈が来る前に戻るだけです。

弁　具体的にはどのような介護をなさるんですか？

池　私が会社に行っている９時から５時までは私がついていることはできませんので、始めは介護サービスをお願いしようと考えていたんですが、従前のサービス内容では私の考えている介護はできないようだったので、どうしたものかと悩んでおりました所、犬塚先生に相談しましたら、犬塚先生のお知り合いである合谷トメ子さんという介護士と看護師の資格を両方お持ちの方を紹介して頂きまして、その方とお話をして、まあ個人契約を結ぶことになりました。
弁　合谷トメ子さんという家族ではない、まあ他人にね、介護を頼むということについて、タマさんはどうおっしゃっているのでしょうか？

池　始めは心配していたんですけれども、合谷さんに何度も我が家に来ていただいて面会を繰り返しまして、母とトメ子さんは随分気が会ったようで、タマを安心してお任せできるな、ということで。

弁　平成１８年８月１５日に原告は明け渡しを請求しに来ましたか？

池　はい。

弁　その際、原告は何を理由に明渡を請求したのか？

池　特に理由は述べていなかった。ですから、私たちとしましてもそれはできませんからとお断りしました。

弁　その際に加奈さんを居住させていることが転貸にあたるという意識はありましたか？

池　いえ。先ほど述べたとおりありません。

弁　平成１８年１０月２日、原告は家に立ち入ったのでしょうか？

池　いえ。玄関先でお話しただけです。

弁　玄関先でお話をしていた以外に原告はなにかしていましたか？

池　いえ。なにもしていません。原告が言われている家の内部の様子や、老朽化など把握するのは不可能です。

弁　その際原告は本件家屋に住まなければならないという必要性について述べていましたか？

池　いえ。

弁　１０月２日の事なんですけれども、不動産屋のカライスコスさんという人も一緒にいたということなんですけども、彼の様子はどうでしたか？

池　不動産屋であるカライスコスさんが同席していたということにまず驚いたんですけれども、カライスコスさんはなにもおっしゃらなかったんですが、ずっと黙って私のほうを見ておりまして、その視線が怖かったです。以前のカライスコスさんは温和な方だったので、驚きました。

弁　示談交渉の雰囲気はどうでしたか？

池　私のほうは加奈と二人でいったんですが、後藤さんはカライスコスさんと代理人の方が３名いてかなり大所帯だったので、私たちは専門家でもありませんから、かなり萎縮してしまって、明渡を拒むのが精一杯でした。

弁　示談交渉の際、原告らの様子はどうでしたか？

池　原告がカライスコスさんの助言を仰いでいたというか、代理人の方もカライスコスさんの助言を仰いでいました。
弁　原告の代理人がカライスコスさんの助言を仰いでいた、と。それを見てあなたはどう思いましたか？

池　ずいぶん特別な地位にある方なんだなと思いました

弁　示談交渉の際、原告はなにを理由に明渡を請求してきましたか？

池　契約違反です。ただそれに加えて、本件建物の周りがみんなマンションであるから、平屋建てのこの建物は不似合いなんだよ、という事を強調されてなんどもおっしゃっていました。

弁　周りは高層マンションなのに、ここだけ平屋だと言っていたんですね。

　　加奈の宗教活動についてお聞きします。

　　甲１０号証の１を示します。あなたはこれを見たことがありますか？

池　いえ。一度も見たことがありません。もしこれが本件建物の中で撮られたのであれば私は必ず見ているはずですし、我が家にこのようなものを置くスペースはありません。ですからまず、この写真がどこの部屋で撮られたものなのかはっきりさせて欲しいです。

弁　甲第１７号証を示します。あなたは最近これを受け取ったことがありますか？

池　いえ。一度もありません。どのように配られているのか知りません。

弁　私のほうの質問はこれで終わりなんですが、あなたから裁判所になにか言いたいことはありますか？

池　はい。原告がうつ病という必要性を述べていますが、それを言い始めたのは訴訟にはいってからです。ですから先ほど原告は泣きながら言っておりましたが、あのようなことは示談交渉でやればよかったのではないかと思います。ですから、私はあのような場で泣く原告に憤りを感じております。
　　私たちとしましてもタマの命がかかっております。あちらも病気を理由にしておりますが、こちらは命がかかっていますので、どうか公正な判断をお願いします。

弁　以上です。

反対尋問

弁　池田将人さん。現在のお仕事についてお聞きします。

　　現在の勤務時間は何時から何時までですか？

池　夜です。

弁　乙３号証を示します。あなたは現在昼夜逆転した生活を送っているとのことですが、それはこの辞令によるものですね。

池　はい。

弁　元の生活にはいつごろ戻れるのでしょうか？

池　はい。異動は期限付きのものですから、４ヶ月後には戻ります。
弁　その後のあなたの勤務時間は９－１７時と規則的なものなんですか？
池　はい。そうです。

弁　残業はないんですか？

池　残業はありませんし、早く終わることの方が多いでです。

弁　会社の規模をお聞きします。

池　まあ。有名な会社です。

弁　証券会社の生活というと一般的にみて、まず９－１７時で終わるのはありえないと思うんですが、それに関してはどうですか？

池　そうですね。わが社はいわゆる外資系の企業なんですけれども、個人個人の能力を信用している会社ですので、９－１７時というのが一般的な勤務時間であるんですが、１０－１５時というのがコアタイムとして定められておりました、その間は会社にいて仕事をしなければならないんですけれども、仕事柄パソコン一つあればどこでもできるような仕事ですので。

弁　資料を示します。ゴールドマンサックス株式会社では９-１７時で終わるような部署はないんですが、これとは全く異なる証券会社ということですか？

池　はい。私も、管理職の年齢ですので、任せられるところは若い世代にお願いするようにしております。

弁　通常、部長クラスの管理職になればさらに忙しくなるのではないですか？

池　会社の配慮があります。

弁　しかし、その割には昼夜逆転する部署に飛ばしたりしてますよね？そこに配慮は働かなかったんですか？

池　今回は東さんが一年の産休ということでどうしも他の方が見つからなく、私が、ということになりました。

弁　しかし、この時既にタマさんはかなり思い病状で、介護が必要だったんですよね？

池　そうです。

弁　それなのになぜ異動になったんですか？

池　それは加奈との話し合いもありましたし。

弁　今回仕方のない事情で飛ばされたりしたということは今後も可能性として仕方のない事情で飛ばされる可能性もあるのではないですか？

池　はい。
弁　ヘルパーの合谷さんに時間の融通を聞かせることはできるんですか？

池　個人契約ですので。

弁　しかし、それが続いてしまうと不規則な生活になってしまいますよね？であれば、２４時間介護してくれる介護施設に入れたほうがあなた安心なんじゃないですか？

池　この後犬塚先生からお話があると思いますが、環境を変えること自体、母には害悪なんです。環境を変えないためにどうしたらいいのか、ということを私たちは考えていますので、介護施設に入れることは考えておりません。

弁　タマさんがトメ子さんと仲良くなられたという事実がありますよね。認知症がかなり軽減してきたというお話があったんですが、では介護施設にいれても問題ないんじゃないですか？

池　医学的なことは分かりませんが、回復段階にあるからこそ環境を変えてはいけないと思います。

